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鬼滅じゃない【P.N. 熊純】 

 11

月

14

日
、
中
央
本
部
会
議
室
に
て
、

広
報
を
担
当
す
る

12

名
の
地
本
・
支
部
の
執

行
役
員
が
集
ま
り
、
こ
れ
か
ら
組
合
で
活
動

す
る
内
容
や
、
取
り
組
ん
で
来
た
事
を
分
か

り
や
す
く
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
為

に
、
新
聞
の
作
り
方
の
基
本
や
、
レ
イ
ア
ウ

ト
の
工
夫
な
ど
様
々
な
事
を
学
び
、
一
人
一

人
テ
ー
マ
を
決
め
一
枚
の
広
報
新
聞
を
作
成

し
ま
し
た
。
【
豊
原
怜
】 

 

 

二
〇
二
〇
広
報
実
践
講
座
開
催 

 

11

月

10

日
に
「
２
０
２
０
年
度
年

末
手
当
」
の
第
２
回
団
体
交
渉
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
組
合
は
、
会
社
の
経
営
状

況
は
理
解
し
つ
つ
も
、
年
末
手
当
は
生

活
給
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
主
張
し
、
会
社
の
英
断
を
求
め
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
会
社
は
、
雇
用
を

確
保
し
た
う
え
で
事
業
継
続
の
必
要
性

を
主
張
、
年
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

は
「
支
給
の
可
否
も
含
め
厳
し
い
も
の

に
な
る
」
と
の
こ
れ
ま
で
の
考
え
を
崩

さ
ず
、
協
議
は
平
行
線
を
辿
っ
て
い
ま

す
。
ヤ
マ
場
を

11

月

19

日
～

11

月

20

日
に
設
定
し
、
粘
り
強
く
協
議
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。【
中
村
政
和
】 

 

年
末
手
当
交
渉 

ヤ
マ
場
へ
！ 

「連
合
」っ
て
何
？ 

連
合
は
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
で

働
く
７
０
０
万
人
の
仲
間
で
組
織
す

る
労
働
組
合
の
中
央
組
織
で
す
。
日

本
の
労
働
組
合
の
多
く
は
企
業
・
職

場
ご
と
に
組
織
さ
れ
た
「
企
業
内
組

合
」
で
、
こ
れ
が
産
業
別
組
織
を
つ

く
り
連
合
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
産
業
別
組
織
は
５
２

組
織
あ
り
ま
す
。
連
合
や
産
業
別
組

織
で
は
政
府
・
省
庁
や
経
済
団
体
、

業
界
団
体
な
ど
へ
の
要
請
や
協
議
を

通
じ
て
企
業
内
組
合
だ
け
で
は
対
応

が
難
し
い
課
題(

例
：
労
働
関
係
の
法

律
の
制
定
・
改
正
、
税
制
、
社
会
保

障
制
度)

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。【
山
田
信
隆
】 

(

引
用
・
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り) 

感
染
拡
大
中
‼ 

第
三
波
に
気
を
付
け
て 

   

全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
新
規
感
染
者
数
が
急
激
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
九
州
地
方
で
も
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
今
一
度
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防

策
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。
①
マ

ス
ク
の
着
用 

②
手
洗
い
、
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
の
徹
底 

③
室
内
の
換
気 

④
三
密(

密
集
、
密
接
、
密
室)

を
避
け

る 

予
防
を
徹
底
し
て
行
い
、
楽
し

い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！
【
野
元

那
菜
】 

10/1

付 

他
労
組
（
Ｊ
Ｒ
九
州
ユ
ニ
オ
ン
）
よ
り 

組
織
拡
大
！ 

熊
本
地
本
か
ら
吉
報
が
届
き
ま
し

た
。
熊
本
乗
務
セ
ン
タ
ー
運
転
士
（4

6

）

が
、
所
属
し
て
い
た
他
労
組
（
Ｊ
Ｒ
九

州
ユ
ニ
オ
ン
）
を
脱
退
し
、
10

月

1

日

付
で
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
仲
間
と

な
り
ま
し
た
。
勇
気
を
持
っ
た
決
断
に

最
大
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
こ
の
勇

気
あ
る
行
動
を
機
に
、
更
な
る
組
織
の

強
化
拡
大
を
図
り
、
一
企
業
一
労
働
組

合
の
実
現
に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ

の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
【
須
納
瀬
智
昭
】 

◆
実
習
内
容 

①
受
講
者
各
々
が
記
者
と
な
り
、
自
身

の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
で
記
事
を
選
出
、

②
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
の
重
要
度
等
を
考
慮
し
受
講
者
が
決

定
、
③
下
書
き
し
た
原
稿
を
基
に
ワ
ー
ド

を
使
用
し
て
文
書
を
作
成
。【
吉
田
春
菜
】 



 

段

々
と
寒

く

な
っ
て
き
て
、
今

年
も
イ
ン
フ
ル

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
で
は
、
安
全
確
立
を

最
重
要
課
題
に
位
置
付
け
て
運
動
を
展

開
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
の
仕
事
は
、
常
に
危

険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
企
業
や
組

合
な
ど
所
属
や
立
場
を
超
え
、
働
く
者

全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
安
全
を
築
く
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
九
州

労
組
が
所
属
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
連
合
で

は
、
職
場
職
に
お
け
る
重
大
労
災
こ
こ

を
撲
滅
す
る
た
め
に
「
重
大
労
災
事
故

防
止
の
行
動
指
針
」
を
策
定
し
て
い
る
。

最
近
で
は
気
温
も
低
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
本
格
的
な
冬
が
到
来
し
よ
う
と
し

委員長に聞いてみた！！ 
～今回は北九州支部の西賢治委員長へ 

のインタビューです～ 

 
記者：よろしくお願いします。 

西委員長は少し前に病気を患ったとお聞きしましたが…？ 
西 ：お酒を飲みすぎて血管が詰まってしまいました（笑）今は日 

勤の仕事をしています。 
記者：大変でしたね。そういえば、最近ハマっていることがあるそ 

うですね？ 
西 ：「みんなで歩活」と「お弁当作り」です。 
記者：私も歩活をしていて、１日平均１万歩歩いていますが、西委 

員長はどうですか？ 
西 ：１日平均２万５千歩です！（ドヤ顔） 
記者：時間を持て余しているんですね（笑）お弁当作りはどんな感 

じですか？ 
西 ：毎朝、家族全員分作っています。作った弁当は写真に撮って 

北九州支部のグループ LINE にアップしていますが…みん 
な既読スルー…さみしいな（泣） 

記者：北九州支部のみなさん、ぜひコメントをお願いします（笑） 
   健康に気を遣って委員長として北九州支部をますます盛り

上げてくれることを期待しています。今日はありがとうござ
いました！ 

西 ：頑張ります！ありがとうございました！    【田平豊】 

青
年
・
女
性
委
員
会
と

は
、
３
０
歳
未
満
の
男
性
組

合
員
及
び
女
性
組
合
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
る
組
織

で
す
。
リ
バ
テ
ィ
ー
ユ
ー
ス

ラ
リ
ー
や
、
新
成
人
を
祝
う

会
な
ど
、
と
て
も
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
活
動
を
通
じ
て
、
組

合
員
の
繋
が
り
を
広
げ
て

い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制

限
さ
れ
る
中
で
な
か
な
か

う
ま
く
活
動
出
来
て
い
ま

せ
ん
が
、
活
動
す
る
際
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
藤
野
仁
】 

 

青年・女性委員会とは！？   

冬
は
労
働
災
害
発
生
の 

リ
ス
ク
高
ま
る 

て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
は

な
く
、
労
働
災
害
に
も
十
分
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
行
動
指
針
に

つ
い
て
照
会
す
る
。「
１
．
仕
事
を

見
る
、
見
ら
れ
る
こ
と
を
気
に
か

け
よ
う
」
仕
事
は
一
人
で
行
う
も

の
で
は
な
い
。
ま
だ
、
誰
し
も
ミ

ス
を
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。
一
緒

に
働
く
仲
間
が
ど
の
よ
う
に
仕

事
を
し
て
い
る
か
「
見
る
」
こ
と
、

自
分
の
行
動
を
「
見
ら
れ
る
」
こ

と
を
意
識
し
よ
う
。「
２
．
急
ぐ
と

き
、
慌
て
る
時
こ
そ
一
息
つ
こ

う
」
ど
ん
な
に
優
秀
な
人
間
で
あ

っ
て
も
、
環
境
が
変
わ
る
こ
と
で

普
段
の
実
力
を
発
揮
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
得
る
。
急
ぐ
時
こ
そ

冷
静
な
判
断
が
出
来
な
く
な
る

た
め
注
意
し
よ
う
。「
３
．
仕
事
を

始
め
る
前
に
は
よ
く
考
え
、
準
備

万
端
に
」
一
般
的
に
、
仕
事
の
「
８

割
」
が
事
前
準
備
と
い
わ
れ
て
い

る
。
過
信
す
る
こ
と
な
く
、
怠
け

る
こ
と
な
く
、
確
実
に
十
分
な
準

備
を
し
よ
う
。「
４
．
危
な
い
と
思

っ
た
ら
す
ぐ
に
行
動
」
Ｊ
Ｒ
の
仕

事
は
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

に
あ
る
。
違
和
感
が
あ
っ
た
り
、

危
険
を
感
じ
た
時
に
は
す
ぐ
に

行
動
し
よ
う
。「
５
．
立
場
や
系
統

を
こ
え
て
連
携
し
よ
う
」
安
全
に

担
当
は
存
在
し
な
い
。
職
種
、
職
制
、

年
齢
、
立
場
を
こ
え
て
、
お
互
い
に

指
摘
し
あ
え
る
環
境
を
作
ろ
う
。
最

後
に
組
合
員
や
家
族
が
笑
っ
て
春
を

迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。【
大
坪
宏
平
】 

エ
ン
ザ
流
行
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
影
響
で
マ
ス
ク
の
着
用
・

定
期
的
な
換
気
を
行
な
っ
て
い
る
た

め
前
年
と
比
べ
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
率
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
１
０
０
％
感
染
し
な
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
今
年
か
ら
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
費
用
は

全
額
会
社
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。【
手
島
啓
輔
】 

あ
の
季
節
が 

や
っ
て
き
た
‼ 

映
画
「
鬼
滅
の
刃
無
限
列
車
編
」

の
公
開
に
合
わ
せ
て
、
特
急
「
か
も

め
」
「
ソ
ニ
ッ
ク
」
に
運
用
さ
れ
る

885

系
及
び
特
急
「
ソ
ニ
ッ
ク
」
に

運
用
さ
れ
る883

系
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ト
レ
イ
ン
を

12

月

28

日
ま
で
運
行

中
！
運
用
列
車
はJR

九
州
公
式HP

で

確
認
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
映
画
に
登
場
す
る
「
無
限
列

車
」
と
同
じ
無
限
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を

装
着
し
たSL

鬼
滅
の
刃
が
熊
本
ー
博
多

駅
間
を
走
行
し
沿
線
各
地
の
人
々
を
鬼

滅
の
刃
の
世
界
観
に
引
き
込
ん
で
お

り
、
大
勢
の
人
が
駅
に
停
車
し
て
い
る

SL

鬼
滅
の
刃
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い

ま
し
た
。
運
行
日
は
11
月
23
日
ま
で
の

土
日
祝
日
で
運
行
し
て
い
ま
す
。 

鬼
滅
の
刃
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
も
開
催
さ
れ
て
お
り
12
月
28
日
ま

で
に
対
象
の
駅
でJR

九
州
ア
プ
リ
を
起

動
す
る
と
貰
え
る
ス
タ
ン
プ
を
全
て
集

め
る
と
抽
選
で

1000

名
に
限
定
記
念

SUGOCA

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。 

(

対
象
駅 

門
司
港
駅
、
日
田
駅
、
箱
崎

駅
、
鳥
栖
駅
、
佐
世
保
駅
、
諫
早
駅
、
別

府
駅
、
豊
後
森
駅
、
三
角
駅
、
阿
蘇
駅
、

都
城
駅
、
霧
島
神
宮
駅
、
指
宿
駅) 

【
竹
下
功
人
】 

鬼
滅
の
刃×

J
R

九
州
コ
ラ
ボ 

ＪＲ九州労組広報担当者が選ぶ 

流行語大賞 2020 ノミネート作品決まる！ 
11月 14日、ＪＲ九州労組広報部は「ＪＲ九州労組広報担当者流行語大賞 2020」にノミネー

トされた 20 ワードを発表しました。これはＪＲ九州労組を象徴するワードを広報担当者が独
断と偏見で選定したものです。今年ノミネートされたワードは以下のとおりです。【池部宏】 

①豪雨災害 
②球磨村ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
③無限列車 
④コロナ禍 
⑤冬のボーナス 

⑥嘱託再雇用 
⑦GoTo ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 
⑧ﾌﾚｯｸｽ・ﾃﾚﾜｰｸ 
⑨鬼滅コラボ 
⑩西日本冬ﾎﾞｰﾅｽ 1.5箇月 

⑪不祥事 
⑫豊肥本線復旧 
⑬肥薩線・久大本線不通 
⑭どこでもドアきっぷ 
⑮一時帰休 

⑯時差出勤 
⑰ｿｰｼｬﾙ･ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ 

⑱ｺﾛﾅによる予算削減 
⑲36ぷらす 3 
⑳みんなの九州きっぷ 


